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IV 各額分析，向定

(3) フゴッベ貝塚から出土した植物遺体とヒエ罵謹子についての諸関題

l 遺跡の名称・調査者等
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遺跡の呼称:フゴッベ貝塚

遺跡の所在:北海道後志管内余市郡余市町栄町

調査の主体:財団法人北海道埋蔵文化財センター

調査委，託者:北海道後志支庁

調査 B 時: 1989年 5 月 10 日~向年11月 11 日

扱った資料の持代:縄文時代中期初頭〈前期末〉および中期末

2 資料の性格

この報告で、扱った植物遺体は，財団法人北

海道埋蔵文化財センターが発掘調査したフ

ゴッベ貝塚から検出された資料である。遺跡

は，現在の海岸線から約600m ほど内陸に

入った地点にあり，余市湾に注ぐ脊部〈ふごっ

べ〉川左岸の丘麓緩斜麗・沖讃低地上に広がっ

ている。

フローテーション処理のための土壌は，こ

の遺跡の標高 8m ラインに沿って検出され

た竪穴住居抵のなかの保存状況の良い焼土と

住居外の生活語で見出された焼土プロックの

両方から採敢された。両焼土とも炭化物を多

く含むものである。表IV-4 には採取したサ

ンフツレの遺構名，層準，土壌採取量およびフ

ローテーションによって得られた浮遊物重量

を示しておしまた，サンフ。ノレ遺構名は，最

初の 2 文字が FH と記されているものが住

居を， FF と記されているものは遺構外の焼

土を示している。

資料の時期は， FH-12 と F狂-16の詞住居

から採取されたサンフツレが縄文時代前期末あ

るいは中期初頭に， F狂-28 と F証一36の両住

居から採取されたサンフツレは縄文時代中期末

の年代に属すると考えられている。また，遺

構外の焼土プロックで FF-16-B' FF

-17-B'FF-17-C は縄文時代前期末中期

表IV-4 フゴッベ貝塚フローテション台帳

No. 採サ γ プル 問位 二七援(t体) Zi 浮遊(物 g)重量
取逃構名

FH-12HF-1 上 2.00 3.40

2 FH-12HF-1 下 3.00 1.30

3 FH-12HF-2 0.10 0.10

4-1 FH-16HF-1 16.50 4.80

4-2 FH-16HF-1 12.30 2.40

4-3 FH-16HF-1 14.50 5.60

5 FH-16HF-2 2.20 2.40

6 FH-16HF-3 0.80 0.20

7 FH-16HF-4 0.80 0.20

s FH-28HF-1I1 j習 7.30 2.10

s FH-28HF-211 j習 9.30 1.50

10 FH-28HF-3I1 関 20.50 3.10

11 FH-28HF-411 層 9.80 1.40

12 FH-28HF-5I1 R雪 19.00 3.90

13 FH-36HF-1 20.50 20.20

14 FH-36HF-2 4.00 0.40

15 FH-36HF-3 18.00 2.00

16 FH-36HF-4 5.90 0.50

17 FH-36HF-5 3.00 0.10

18 FH-36HF-6 0.50 0.20

19 FH-36HF-7 4.40 0.50

20 FF-1 2.00 2.00

21 FF-16-B 0.50 1.90

22 FF-17-B 10.00 2.00

23 FF-17-C 0.70 0.70

24-1 FF-18 15.90 23.50

24-2 FF-18 1.50 4.90

24-3 FF-18 10.80 5.50

24-4 FF-18 14.50 8.40

24-5 FF-18 20.60 12.20

25-1 FF-23 l !寝 6.00 1.80

25-2 FF-23 l j習 12.10 3.70

25-3 FF-23 9.00 2.70

26 FH-2HP-2211 溺 2.80 1.70

27 FH-12 5 j習 6.90 4.70

28 F註-12 5在 題 13.00 4.40

29 FH-12 5-6 層

300.70 136.40
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